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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国成

⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり）」「アライアン
ス・バーンスタイン・米国成⻑株投信Ｂコース（為
替ヘッジなし）」は、このたび第34期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり) Ｂコース(為替ヘッジなし) 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年５⽉25日(当初設定日)から2034年６⽉15

日までです｡ 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
①米国を本拠地とする企業が発⾏する普通株式を主要

投資対象とし、信託財産の成⻑を図ることを目標に積
極的な運用を⾏います。 

②企業のファンダメンタルズ分析と株価バリュエー
ションに基づく銘柄選択を基本としてアクティブ運
用を⾏います。 

実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動のリスクの低減を図
ることを基本とします。 

実質外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

アライアンス･バーンスタイ
ン･米国大型グロース株マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

米国を本拠地とする企業が発
⾏する普通株式を主要投資対
象とします｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

①株式への実質投資割合は､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への実質投資割
合は､制限を設けません｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

①株式への投資については､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への投資につい
ては､制限を設けません｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収入

及び売買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②収益分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等

を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が少額の
場合等には､分配を⾏わないこともあります｡ 

③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方
針｣および｢運用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 
 
追加型投信／海外／株式 
第34期(決算日2023年６⽉15日) 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

30期(2021年６月15日) 35,979 210 14.6 38,140 17.4 94.5 － 113,198 

31期(2021年12月15日) 39,661 230 10.9 41,773 9.5 94.7 － 149,656 

32期(2022年６月15日) 27,984 0 △29.4 33,449 △19.9 97.6 － 117,815 

33期(2022年12月15日) 29,159 220 5.0 35,233 5.3 93.9 － 133,911 

34期(2023年６月15日) 32,182 80 10.6 37,914 7.6 96.4 － 146,078 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年12月15日 29,159 － 35,233 － 93.9 － 

12月末 27,806 △ 4.6 33,944 △3.7 92.6 － 

2023年１月末 29,080 △ 0.3 35,320 0.2 94.7 － 

２月末 28,624 △ 1.8 34,919 △0.9 99.8 － 

３月末 29,830 2.3 35,401 0.5 93.8 － 

４月末 30,482 4.5 35,996 2.2 96.8 － 

５月末 31,544 8.2 36,524 3.7 97.2 － 

(期  末)       

2023年６月15日 32,262 10.6 37,914 7.6 96.4 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベー

ス)」は､「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」から為替ヘッジコストを控除した数値であり、ここでは当初設定日前日(2006

年５月24日)を10,000として指数化しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2022年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配当金込

み、円ヘッジベース）のパフォーマンスを上回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

保有する情報技術関連銘柄やヘルスケア関連銘柄などの株価上昇 

 

下落要因 

保有する素材関連銘柄などの株価下落   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました。 

 

期初は軟調な展開となりましたが、2023年に入ると、景気減速を示唆する経済指標を受けて、米連邦準備理

事会(FRB)による利上げ減速期待が高まったことから上昇しました。２月以降は、インフレの高止まりを背景

とした利上げ長期化の見方のほか、シリコンバレー銀行やシグネチャー・バンクの経営破綻を受けた投資家の

リスク回避志向から、大幅に下落しました。しかし３月半ば以降は、金融当局が預金保護に向けた措置を打ち

出したことから、金融不安が和らぎ反発しました。その後期末にかけては、景気後退懸念や中堅銀行の経営破

綻、債務上限問題への警戒感などが重石となる場面があったものの、景気減速を示唆する経済指標を受けた利

上げ停止期待のほか、一部ハイテク関連企業の好決算などを好感して、おおむね堅調に推移しました。 

 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動

リスクの低減を図ります。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、ヘルスケア・セクター、一般消費財・サービス・

セクターが上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 前期末から当期末にかけてGICSによるセクター分類が一部変更されています。 

 

個別銘柄では、アマゾンを買い増しました。同社は、景気悪化によるアマゾン・ウェブ・サービス(AWS)事

業への懸念が株価の足かせとなりましたが、問題は一時的なものであり、小売事業における継続的なキャパシ

ティ最適化と利益率の高い広告収入の拡大によって成長を続けるとみています。また、株価下落局面で割安に

なったと判断したユナイテッド・ヘルス・グループを買い増しました。一方、株価上昇に伴う利益確定のため、

マイクロソフトやアルファベットを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
ベンチマークとの比較では、ヘルスケア・セクター

における銘柄選択や、情報技術セクターを高めに保有

していたことなどがプラス寄与となりました。一方、

ヘルスケア・セクターを高めに保有していたことや情

報技術セクターにおける銘柄選択などはマイナス要因

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、80円(１万口当た

り、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本

方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第34期 

2022年12月16日～ 
2023年６月15日 

当期分配金 80  

(対基準価額比率) 0.248％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 80  

翌期繰越分配対象額 24,802  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジ

ベース）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

米国では、インフレは徐々に鈍化するとみているものの、構造的なインフレが残ることや、利上げの影響、

金融不安を背景とする金融機関への規制強化などから景気減速が長引く懸念があります。こうした環境下にお

いては、外部環境に左右されにくい“持続的な成長企業”を厳選することが一層重要になっていると考えます。 

 

マザーファンドの運用では、短期的な株価リターンの予想は行っておらず、あくまでも企業のビジネスを理

解することに重点を置いています。そのなかで、運用チームは「卓越したビジネス」を特定することに注力し

ています。「卓越したビジネス」とは、高い投下資本利益率と高い利益の再投資率の双方を同時に備えたビジ

ネスと定義しています。そのようなビジネスを有する企業は、外部資金に頼らずに内部資金だけで複利的に利

益を成長させることができる、「持続的な成長企業」といえます。 

短期的に大きな利益を生み出す企業に着目してポートフォリオを構成することは、一時的に大きなリター

ンにつながる可能性があります。しかし、こういった銘柄を組み入れることはポートフォリオのリターンの変

動性(リスク)を高めることにもつながり、結果として、投資家の皆様に優れたリスク調整後のリターンをご提

供することが難しくなると考えています。 

例えばAIへの注目が高まるなかで、AIに関連した企業だから投資を行う、というのは短絡的です。イノベー

ションの波に乗る企業ではなく、優れた技術力を持ち、卓越した製品やサービスによって自らイノベーション

を起こすことのできる企業こそ、投資すべき企業だと考えています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 255  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (122)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (122)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 1   0.004   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.002)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 257   0.868    

期中の平均基準価額は、29,561円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

1,660,138 10,603,671 3,356,954 22,893,132 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,008,523,374千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,874,124,732千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.35   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○組入資産の明細 (2023年６月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

20,636,117 18,939,302 145,508,764 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年６月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 145,508,764 97.8 

コール・ローン等、その他 3,298,614 2.2 

投資信託財産総額 148,807,378 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,294,213,654千円）の

投資信託財産総額（3,316,139,478千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝140.39円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 292,297,226,588   

 コール・ローン等 1,557,634,395   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

145,508,764,273   

 未収入金 145,230,827,920   

(B) 負債 146,219,099,807   

 未払金 144,395,139,082   

 未払収益分配金 363,132,985   

 未払解約金 277,527,327   

 未払信託報酬 1,180,834,326   

 未払利息 4,651   

 その他未払費用 2,461,436   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 146,078,126,781   

 元本 45,391,623,140   

 次期繰越損益金 100,686,503,641   

(D) 受益権総口数 45,391,623,140口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 32,182円 
 

（注） 期 首 元 本 額 45,924,583,809 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

4,388,120,988円、期中一部解約元本額4,921,081,657円。当期

末現在における１口当たり純資産額3.2182円。 
 

○損益の状況 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        508,003   

 支払利息 △        508,003   

(B) 有価証券売買損益 15,185,009,707   

 売買益 35,702,334,097   

 売買損 △ 20,517,324,390   

(C) 信託報酬等 △  1,183,394,390   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 14,001,107,314   

(E) 前期繰越損益金 △  6,535,970,207   

(F) 追加信託差損益金 93,584,499,519   

 (配当等相当額) (   86,598,197,460)  

 (売買損益相当額) (    6,986,302,059)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 101,049,636,626   

(H) 収益分配金 △    363,132,985   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 100,686,503,641   

 追加信託差損益金 93,584,499,519   

 (配当等相当額) (   86,598,197,460)  

 (売買損益相当額) (    6,986,302,059)  

 分配準備積立金 25,983,367,241   

 繰越損益金 △ 18,881,363,119   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第34期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（86,598,197,460円）および分配準備積立金額

（26,346,500,226円）より分配対象収益額は112,944,697,686円

（10,000口当たり24,882円）であり、うち363,132,985円（10,000

口当たり80円）を分配金額としております。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 80円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

Ｂコース（為替ヘッジなし） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

30期(2021年６月15日) 41,659 230 21.3 45,068 24.3 94.3 － 304,625 

31期(2021年12月15日) 47,439 270 14.5 51,071 13.3 94.4 － 517,447 

32期(2022年６月15日) 39,941 0 △15.8 49,217 △ 3.6 98.2 － 588,618 

33期(2022年12月15日) 42,782 310 7.9 53,276 8.2 94.5 － 684,448 

34期(2023年６月15日) 50,489 120 18.3 60,943 14.4 96.8 － 787,736 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年12月15日 42,782 － 53,276 － 94.5 － 

12月末 40,057 △ 6.4 50,308 △ 5.6 95.0 － 

2023年１月末 41,450 △ 3.1 51,682 △ 3.0 95.5 － 

２月末 42,834 0.1 53,616 0.6 96.2 － 

３月末 44,025 2.9 53,508 0.4 96.3 － 

４月末 45,379 6.1 54,918 3.1 96.5 － 

５月末 49,139 14.9 58,301 9.4 96.8 － 

(期  末)       

2023年６月15日 50,609 18.3 60,943 14.4 96.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」は、原

則として基準価額計算日前日付の「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」の値を、計算日付の為替レート(株式会社三菱ＵＦＪ

銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値)で邦貨換算したものです。ここでは、当初設定日前日(2006年５月24日)を10,000として指数化

しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2022年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配当金込

み、円ベース）のパフォーマンスを上回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

保有する情報技術関連銘柄やヘルスケア関連銘柄などの株価上昇 

円安米ドル高となったこと 
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下落要因 

保有する素材関連銘柄などの株価下落 

 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました。 

 

期初は軟調な展開となりましたが、2023年に入ると、景気減速を示唆する経済指標を受けて、米連邦準備理

事会(FRB)による利上げ減速期待が高まったことから上昇しました。２月以降は、インフレの高止まりを背景

とした利上げ長期化の見方のほか、シリコンバレー銀行やシグネチャー・バンクの経営破綻を受けた投資家の

リスク回避志向から、大幅に下落しました。しかし３月半ば以降は、金融当局が預金保護に向けた措置を打ち

出したことから、金融不安が和らぎ反発しました。その後期末にかけては、景気後退懸念や中堅銀行の経営破

綻、債務上限問題への警戒感などが重石となる場面があったものの、景気減速を示唆する経済指標を受けた利

上げ停止期待のほか、一部ハイテク関連企業の好決算などを好感して、おおむね堅調に推移しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円安米ドル高となりました。 

 

期初から2023年１月末にかけては、日本銀行(日銀)による長期金利の許容変動幅の拡大決定などを受け

て、円高米ドル安基調となりました。２月以降期末にかけては、シリコンバレー銀行の破綻を受け金融不安か

ら円が買われる場面もありましたが、米国長期金利の上昇や、日銀による緩和政策の維持などを背景に、円安

米ドル高基調で推移しました。 

 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行

いません。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、ヘルスケア・セクター、一般消費財・サービス・

セクターが上位となりました。 

 



品 名：02_90039_110651_110652_034_04_アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａ・Ｂコース（為替ヘッジあり・なし）_970486.docx 

日 時：2023/07/19 14:36:00 

ページ：16 

 

 

－ 16 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 前期末から当期末にかけてGICSによるセクター分類が一部変更されています。 

 

個別銘柄では、アマゾンを買い増しました。同社は、景気悪化によるアマゾン・ウェブ・サービス(AWS)事

業への懸念が株価の足かせとなりましたが、問題は一時的なものであり、小売事業における継続的なキャパシ

ティ最適化と利益率の高い広告収入の拡大によって成長を続けるとみています。また、株価下落局面で割安に

なったと判断したユナイテッド・ヘルス・グループを買い増しました。一方、株価上昇に伴う利益確定のため、

マイクロソフトやアルファベットを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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ベンチマークとの比較では、ヘルスケア・セクター

における銘柄選択や、情報技術セクターを高めに保有

していたことなどがプラス寄与となりました。一方、

ヘルスケア・セクターを高めに保有していたことや情

報技術セクターにおける銘柄選択などはマイナス要因

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、120円(１万口当た

り、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本

方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第34期 

2022年12月16日～ 
2023年６月15日 

当期分配金 120  

(対基準価額比率) 0.237％ 

 当期の収益 120  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 40,488  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）

です。 
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＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

米国では、インフレは徐々に鈍化するとみているものの、構造的なインフレが残ることや、利上げの影響、

金融不安を背景とする金融機関への規制強化などから景気減速が長引く懸念があります。こうした環境下にお

いては、外部環境に左右されにくい“持続的な成長企業”を厳選することが一層重要になっていると考えます。 

 

マザーファンドの運用では、短期的な株価リターンの予想は行っておらず、あくまでも企業のビジネスを理

解することに重点を置いています。そのなかで、運用チームは「卓越したビジネス」を特定することに注力し

ています。「卓越したビジネス」とは、高い投下資本利益率と高い利益の再投資率の双方を同時に備えたビジ

ネスと定義しています。そのようなビジネスを有する企業は、外部資金に頼らずに内部資金だけで複利的に利

益を成長させることができる、「持続的な成長企業」といえます。 

短期的に大きな利益を生み出す企業に着目してポートフォリオを構成することは、一時的に大きなリター

ンにつながる可能性があります。しかし、こういった銘柄を組み入れることはポートフォリオのリターンの変

動性(リスク)を高めることにもつながり、結果として、投資家の皆様に優れたリスク調整後のリターンをご提

供することが難しくなると考えています。 

例えばAIへの注目が高まるなかで、AIに関連した企業だから投資を行う、というのは短絡的です。イノベー

ションの波に乗る企業ではなく、優れた技術力を持ち、卓越した製品やサービスによって自らイノベーション

を起こすことのできる企業こそ、投資すべき企業だと考えています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 377  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (180)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (180)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 17)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 1   0.003   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.002)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 379   0.867    

期中の平均基準価額は、43,814円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

2,916,828 18,387,173 6,570,142 46,861,940 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,008,523,374千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,874,124,732千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.35   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年６月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

106,178,566 102,525,252 787,691,264 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年６月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 787,691,264 98.7 

コール・ローン等、その他 10,255,544 1.3 

投資信託財産総額 797,946,808 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,294,213,654千円）の

投資信託財産総額（3,316,139,478千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝140.39円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 797,946,808,629   

 コール・ローン等 1,742,474,200   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

787,691,264,429   

 未収入金 8,513,070,000   

(B) 負債 10,210,078,449   

 未払収益分配金 1,872,256,829   

 未払解約金 2,239,649,134   

 未払信託報酬 6,086,854,504   

 未払利息 5,203   

 その他未払費用 11,312,779   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 787,736,730,180   

 元本 156,021,402,434   

 次期繰越損益金 631,715,327,746   

(D) 受益権総口数 156,021,402,434口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 50,489円 
 

（注） 期 首 元 本 額 159,985,693,505 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

18,016,008,807円、期中一部解約元本額21,980,299,878円。当

期末現在における１口当たり純資産額5.0489円。 
 

○損益の状況 (2022年12月16日～2023年６月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        443,855   

 支払利息 △        443,855   

(B) 有価証券売買損益 126,062,415,924   

 売買益 132,595,439,753   

 売買損 △  6,533,023,829   

(C) 信託報酬等 △  6,098,218,559   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 119,963,753,510   

(E) 前期繰越損益金 39,180,599,855   

(F) 追加信託差損益金 474,443,231,210   

 (配当等相当額) (  412,736,359,655)  

 (売買損益相当額) (   61,706,871,555)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 633,587,584,575   

(H) 収益分配金 △  1,872,256,829   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 631,715,327,746   

 追加信託差損益金 474,443,231,210   

 (配当等相当額) (  412,736,359,655)  

 (売買損益相当額) (   61,706,871,555)  

 分配準備積立金 157,272,540,391   

 繰越損益金 △        443,855   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第34期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（79,415,878,267円）、収益調整金額（474,442,787,355円）およ

び分配準備積立金額（79,728,918,953円）より分配対象収益額

は633,587,584,575円（10,000口当たり40,608円）であり、うち

1,872,256,829円（10,000口当たり120円）を分配金額としてお

ります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 120円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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